予算要求資料
平成27年度当初予算　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：男女共同参画推進費
	事業名　新男女共同参画サポーターステップアップ事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

健康福祉部　子ども・女性政策課　男女共同参画係　電話番号：058-272-1111（内2681 ）

　　　　　　　E-mail： c11234@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　　1,000千円（前年度予算額： 0千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	1,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,000

	決定額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
　　平成24年の県民意識調査によると、男女の地位の不平等感や性別による固

　定的な役割分担意識は、解消の方向に向かっているものの、まだその解消には

　至っていない。
　　また、地域活動においては、リーダーとして活躍する女性も見られるように

　なってきたものの、依然として、自治会、ＰＴＡ等においては、男性が主要な

　役員を占める場合や、分野によって男女の参加が偏っていることがある。
　　県民の男女共同参画社会実現への意識高揚には、各地域の活動の主力となる
　男女共同参画推進サポーターを通じた県民への働きかけが不可欠であり、各地
　域の実情に沿った活動が展開できるようサポーターを支援し、あらゆる分野に
　おける男女共同参画の促進につながる取組を進める。
（２）事業内容

　　［１］男女共同参画推進サポーター（団体）活動支援補助金

　　　　　対象：男女共同参画推進サポーター（団体）

　　　　　内容：地域における男女共同参画の促進を活発化するために、男女
　　　　　　　　共同参画推進サポーター（団体）が実施する自主的な活動に対
　　　　　　　　する補助。
　　　　　　　　　＠100千円×５団体程度
　　［２］男女共同参画推進サポーター（個人）研修会
　　　　　対象：男女共同参画推進サポーター（個人）

　　　　　内容：より実践的な活動方法の習得や横断的な情報交換等を行うた
　　　　　　　　め、県下全域のサポーター（個人）を対象としたスキルアップ

　　　　　　　　のための研修会を開催。
（３）県負担・補助率の考え方
　　［１］男女共同参画推進サポーター（団体）活動支援補助金

　　　　事業費の１０／１０以内補助
（４）類似事業の有無
　　　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	研修会
	500
	男女共同参画推進サポーター研修実施

	補助金
	500
	男女共同参画推進サポーター活動支援

	合計
	1,000
	


	　決定額の考え方　

　現状と課題やサポーターに担っていただく業務などを今後十分に検討いただくこととし、計上を見送ります。



４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
　　・長期構想　３　「清流の国ぎふ」づくり（「２０２０プロジェクト」）
　　　　　　　　　（４）地域を支え、未来を担う人づくり

　　・男女共同参画計画　１．あらゆる分野における男女共同参画の促進
　　　　　　　　　　　　３．男女共同参画推進の基盤づくり
事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	　県男女共同参画計画の柱である「あらゆる分野における男女共同参画の促進」「男女共同参画推進の基盤づくり」を進め、「社会・地域活動への参画促進」につなげていく。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	審議会等における女性委員参画率
	（H　）
	（H  ）
	（H  ）
	33.5％

（H26）
	40.0～60.0％

（H30）
	83.8％



○指標を設定することができない場合の理由
	　


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）




（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　




	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	　男女がともにあらゆる分野に参画できる社会づくりは、少子高齢化、人口減少社会の下で、家庭、職場、地域における担い手を確保していくためにも重要であり、その実現に向けては、サポーターに対する支援が必要。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）


	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)


	


（今後の課題）

	　男女共同参画を進めるためには、行政はもとより、家庭、職場、学校、地域などにおけるすべての県民が、それぞれの立場で、自ら行動することが重要である。そのため、サポーター制度を活用し、県民に意義や重要性を普及啓発していくことが必要である。



（次年度の方向性）
	　地域における男女共同参画推進のため、サポーター制度の活用推進を図る。



